
令 和 ５ 年 ２ 月 ７ 日

兵 庫 県

令和５年度当初予算(案)
～躍動する兵庫、新時代への挑戦～

作成年月日 令和５年２月７日

作成部局名 財務部 財政課



令和５年度当初予算

令和5年度 令和4年度 増 減 伸 率

一 般 会 計 23,597億円 23,833億円 △236億円 △1.0％

特 別 会 計 16,063億円 15,943億円 120億円 +0.8％

公営企業会計 3,122億円 2,706億円 416億円 ＋15.4％

合 計 42,782億円 42,482億円 ＋300億円 ＋0.7％

【一般会計の主な増減理由】
●税収増に伴う税交付金の増や社会保障関係費の増等がある一方、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の減や中小企業制度資金貸付金の減、退
職手当の減等により、前年度を236億円下回る
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～躍動する兵庫 、新時代への挑戦～
ＳＤＧｓ、脱炭素化、大阪・関西万博などの動きを兵庫の原動力とし、
新時代へ果敢に挑戦する予算



令和５年度当初予算 歳入歳出の概要

歳 入
①県税等 9,037億円（対前年度比：＋3.5％）

・堅調な企業業績に伴う法人関係税・特別法人事業譲与税の増や、輸入額の増加に
伴う地方消費税の増等による増

②地方交付税等 3,693億円（対前年度比：△4.5％）

・社会保障関係費の増等により基準財政需要額が増となる一方、法人関係税の増等
による基準財政収入額の増により、交付基準額が減少したことによる減

③国庫支出金 2,414億円（対前年度比：△5.4％）

・感染拡大時の無料検査の終了等に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金の減、福祉介護職員等の処遇改善のために必要となった国交付金の減

④県 債 1,057億円（対前年度比：△0.1％）

・事業進捗(兵庫津ミュージアムの完成等)による減

⑤その他 7,396億円（対前年度比：△2.9％）

・中小企業制度資金貸付金償還金の減等
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歳 出
①人件費 4,332億円（対前年度比：△4.2％）

・令和５年度から始まる定年引上げに伴う退職見込者数の減による退職手当の減

②行政経費 12,320億円（対前年度比：△1.5％）

・社会保障関係費の自然増、大阪・関西万博開催に向けた取組強化等による増
・感染拡大時の無料検査の終了等、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

事業の減
・新型コロナ対策資金の償還進捗等による中小企業制度資金貸付金の減

③投資的経費 1,831億円（対前年度比：＋1.1％）

・投資補助事業(阪神南特別支援学校狭隘化対策等)の増

④公債費 2,664億円（対前年度比：△0.7％）

・北神急行電鉄経営対策資金貸付のために発行した地方債の償還が令和４年度で

終了したこと等による減

⑤その他 2,450億円（対前年度比：＋6.4％）

・地方消費税等の税収増に伴う税交付金の増

令和５年度当初予算 歳入歳出の概要
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（参 考）財政フレーム

＜財政見通し＞

〇 令和10年度までの収支不足総額は255億円となり、前年度の
140億円から115億円悪化

〇 これは、経済成長率の低下や金利の上昇による影響が大きかった
ことによるもの

〇 今後も令和10年度までの目標は維持するとともに、更なる税収確保
や自主財源の獲得、より効果的、効率的な事業展開など歳入歳出両面
における改善を図るとともに、地方財政制度の活用により、毎年度の
収支均衡を目指す 5

区 分 R4見込 R5当初 R6 R7 R8 R9 R10
参 考

R10までの目標
R11 R12

収支不足額
0億円 0億円 △ 10億円 △ 65億円 △ 90億円 △ 55億円 △ 35億円

R6～10総額

△255億円

△ 10億円 △ 35億円

収支均衡を目指す

実質公債費比率 15.7% 17.2% 18.6% 19.7% 20.1% 20.5% 21.1% 22.7% 21.8%
21%程度

３か年平均 15.3% 16.0% 17.1% 18.5% 19.5% 20.1% 20.6% 21.4% 21.9%

将来負担比率 328.9% 324.4% 321.7% 317.5% 314.4% 307.8% 301.1% 293.5% 285.3% 305%程度

経常収支比率 99.3% 97.6% 99.8% 97.4% 99.2% 97.1% 98.9% 97.4% 98.4% 100%未満を維持
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新しい時代の力を育む１ 人の流れを生み出す２ 一人ひとりに寄り添う３

兵庫の持続的発展の原動力となる
新しい時代の力を育む

○教育投資の強化
（県立学校の環境充実、部活動応援等）

○次世代成長産業の立地支援強化

○SDGsの取組の加速(認証事業等)

○スタートアップ支援の強化
（大学生・留学生、多自然地域 等）

○奨学金返済支援の拡充

○環境創造型農業の拡大 等

万博開催や地方回帰の動き等を
捉え、人の流れを生み出す

○兵庫テロワール旅誘客の強化

○フィールドパビリオンの展開
（磨き上げ、国内外プロモーション等）

○ベイエリアの活性化
（MICE、交流の翼港 等)

○移住推進プロジェクトの展開

○元町周辺のグランドデザインの策定

○高規格道路ネットワークの整備 等

だれもが安心していきいきと暮らせる
社会に向け、一人ひとりに寄り添う

○社会的養護経験者(ケアリーバー)の
自立支援

○こども家庭ｾﾝﾀｰ 一時保護所の新規整備

○不妊・不育症治療支援の充実

○働き盛り世代の自殺対策

○犯罪被害者支援の強化

○介護体制の充実（外国人人材・介護ロボット）

○ユニバーサルツーリズムの推進 等

令和５年度予算編成の視点



教育投資の強化

総事業費 300億円【38.1億円】
実施年度 令和５年度～令和10年度

児童生徒の
学校生活環境の充実

■スクール･サポート･スタッフの全校配置(小中学校全校) ［1.4億円］
■県立学校業務支援員の配置拡充(週９時間→週15時間)          ［1.2億円］

教職員の
働き方改革

■私立高等学校等の授業料軽減補助の拡充［8.7億円］
(年収590万円未満世帯への上乗せ、多子加算(子ども３人以上世帯に１万円/人)の創設)

教育費負担
の軽減

※【】内はR5予算

【拡】

■ ひょうごの未来を担う高校生等の部活動等応援事業（R5～７）12億【4.0億】
（グラウンドの芝生化、備品等の整備）

■ 県立学校施設の環境充実事業（R5～10）126億【28.5億】
選択教室の空調整備、避難所指定体育館の空調整備、
発展的統合校の特色づくり、環境・緊急修繕事業の強化、
普通教室棟トイレ改修

■ 新たな特別支援学校の整備 （R5～９）162億【5.6億】
〇 豊岡聴覚特別支援学校と出石特別支援学校の発展的統合

〇 東播磨地域の狭隘化対策
(市立学校施設活用による新校設置、校舎の建替・増築 等)

部活動など学校生活を応援することで学校への愛着を形成し、シビックプライドを醸成

○国際的視野を育む教育を
強化するため、検討会を
設置
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Ⅰ 新しい時代の力を育む

国際教育の強化



次世代産業の立地支援強化
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企業誘致の促進

投資促進地域の設定
○ベイエリア地域
・万博、ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾎﾟｰﾄ形成

計画の推進のため設定

・MICE機能等を有する高級ホテ
ルを対象化

○多自然地域
交通利便性・労働力供給面で
立地条件が不利な地域へ支援
のため設定

[改正後]

地域 通常

促進 ５％

一般 3％

地域 通常
重点支援業種

水素
関連

多自然 ５％ ７％ 10％
ﾍﾞｲｴﾘｱ ５％ ７％ 10％
一般 3％ ７％ 10％

区 分 一般地域 促進地域
大 企 業 20億 １億
中小企業 10億 １億

区 分 全県
大 企 業 20億
中小企業 １億

産業立地条例を改正し(R5.4月施行予定) 、全県域で成長産業を重点支援するほか、投資促進地域として
ベイエリア地域を設定し、重点的に支援

中小企業が立地しやすい環境を一層整えるため、設備補助要件を大幅に緩和（10億等→1億）

[現行]

R5予算［15.3億円］

産業立地条例の改正により、全県域での新たな投資を促進

支援内容(設備補助率)

設備補助の投資額要件

産業立地条例改正のポイント

○ 新エネルギー
・次世代エネルギー(水素等)
・蓄電池(リチウムイオン電池)

○ 航空産業
・航空機部品 ・ﾄﾞﾛｰﾝ、空飛ぶｸﾙﾏ

○ ロボット産業
・遠隔制御技術 ・自動配送ロボット

○ 健康医療産業
・手術支援ロボット ・3Dﾊﾞｲｵﾌﾟﾘﾝﾀｰ

○ 半導体産業
・次世代半導体 ・半導体製造装置

重点支援業種（例）

養父市 多自然
ﾍﾞｲｴﾘｱ

[全県対象] 

重点支援業種

養父市

Ⅰ 新しい時代の力を育む



次世代産業の立地支援強化
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■ 企業の製造拠点が集積する播磨臨海地域が持つポテンシャルを活かし、官民連携により、
播磨臨海地域カーボンニュートラルポート形成計画を策定(令和5年度中頃(予定))

■ 水素ステーションの整備やＦＣバスの導入を支援［1.0億円］

■ 空飛ぶクルマの実用化を支援［4,900万円］

○次世代空モビリティひょうご会議(仮称)の設置

○事業者等ニーズ把握、離着陸場候補地の抽出・選定

○社会実装に向けた事業者の実証事業等を支援
・補助率 1/2(上限1,000万円)〔実機ﾃﾞﾓﾌﾗｲﾄ、飛行ルート開発等を支援〕

【新】

水素社会の実現

【拡】

(空飛ぶクルマ)

次世代モビリティの社会実装

播磨臨海地域の製造品出荷額は全国第２位

(姫路水素ｽﾃｰｼｮﾝ)

播磨臨海地域のポテンシャル

・瀬戸内と関西の結節点

・姫路港は大型タンカーが接岸可能（水深１４ｍの航路、岸壁）

大型タンカー接岸状況

（姫路港 妻鹿日田地区）

(SkyDriveとの連携協定締結式)

万博を機に、次の成長の基盤となる先端技術の地域実装を促進

Ⅰ 新しい時代の力を育む



中小企業・地場産業への支援
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■ SDGs推進宣言企業のSDGsの取組み深化を促すため、
宣言企業の取組を県が評価・認証［2,200万円］

■ 地場産地企業等のSDGs取組支援(SDGsに資する商品開発等)を通じて、

地場産品の魅力向上を図り、地場産業のブランド価値向上を推進
[1,000万円]

【新】

中小企業･地場産業等のＳＤＧｓ取組等の支援

【拡】

(廃漁網を再利用した豊岡鞄)

■ 「ひょうごSDGs Hub」を活用したSDGsの推進［930万円］

スタンダードステージ★

アドバンストステージ★★

ゴールドステージ★★★

認
証
企
業
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

ステージに応じてインセンティブを付与
・融資を受ける際の保証料軽減
・合同企業説明会等への出展 等

公民連携によるＳＤＧｓの推進

ひょうごSDGｓ
推進宣言企業ﾛｺﾞﾏｰｸ

SDGs推進宣言
県内中小企業

中小企業のSDGs推進宣言を登録
R5.1 現在登録 295社

一定の要件を満たす
社を県が認証

自己評価等に基づきランク付け

(ひょうごSDGsｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（R4.10.24）)

○ 兵庫県SDGs WEEKの開催

【拡】

ＳＤＧｓの取組への支援を強化し、県内産業の持続可能な競争力強化を促進

Ⅰ 新しい時代の力を育む



中小企業等における人材の確保･育成支援
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■ 県内中小企業等との連携により、若手従業員を対象とした新たな奨学金返済支援制度を創設し、
就職後５年間は県と企業で全額負担※することで、人材確保を推進［9,100万円］
(企業1/3、県1/3、本人1/3 → 企業1/3、県2/3、本人 0) ※平均的な奨学金返済額を支援

■ 売り手優位の就職市場を踏まえ、中小企業の採用力を強化(セミナー、モデル企業の取組紹介等) ［370万円］

■ 大学１･２年生を対象にWLB認定企業やSDGs認証企業などの企業見学や成果発表会の実施
［150万円］

■ ひょうご・こうべ女性活躍推進企業(ミモザ企業)認定制度の普及啓発を実施［460万円］
(認定制度の周知･広報アドバイザー設置、フォーラム(ミモザ企業事例発表)の開催等)

■ 外国人留学生採用ワンストップ窓口の設置や企業向けセミナー(留学生採用の留意点)の実施［600万円］
(留学生向けキャリアプランニング支援、電話･対面相談(留学生･企業の両方に対応)、企業訪問・助言等)

■ 外国人介護人材の確保支援(受入好事例の横展開、介護福祉士資格取得支援･同養成校への進学促進)［2,200万円］

【新】

女性活躍の推進

【新】

外国人労働者の受入拡大

県内企業への就職促進

中小企業の人材確保支援

【新】

【新】

【拡】

多様な人材が活躍できる職場づくりを推進し、中小企業等の人材確保を支援

Ⅰ 新しい時代の力を育む

【拡】



スタートアップ支援の強化

県内でアントレプレナー教育の裾野を拡大するため、教職員等を対象とした講師
育成に向けた認定フェロー研修を開催［450万円］

【新】

起業プラザひょうごの機能拡充に加え、多自然地域を含む
地域ニーズにあった地域課題の解決を目的とした起業等を
支援するため「地域しごとサポートセンター(仮称)」を
設置［3,800万円］

【新】

：多自然地域拠点（新設）
：都市部拠点

新設

新設

新設

地起業家精神の醸成

起業支援

協業検討支援

協業支援

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝに関する共創ｺﾐｭﾆﾃｨを形成し、社会･地域
課題解決に取り組む県内事業者に協業検討のための調査
経費を支援 (補助率1/2、上限30万円/件) ［1,100万円］

【新】

＜地域しごとサポートセンター設置場所＞

地域課題の解決を図るため、起業家･事業者等の技術を活用した協働実証の
支援を拡充（ひょうごＴＥＣＨｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）［2,000万円］

スタートアップの育成強化

多自然地域拠点として
但馬、丹波、淡路を新設

12

【拡】

学校等公共施設でのシカ（フン被害）を
超音波機で安全に撃退

× イーマキーナ株式会社
（神戸市）

R4年度実施中の実証実験例

(超音波装置)

スタートアップを全県的に育成し、
県内にある社会課題・地域課題の解決を支援

Ⅰ 新しい時代の力を育む



スタートアップ支援の強化

■ 起業プラザひょうごの機能拡充、起業家支援(イニシャルコスト支援)策の新たな枠の創設等による、
県内学生等(大学、短大、高専、専修学校等)や外国人留学生への起業支援パッケージを展開［1,500万円］

県内学生等への支援

【拡】

在 学 中 卒 業 時 起 業 時

○県内大学と連携した
起業人材育成

〈実施大学〉
神戸大学、兵庫県立大学、
甲南大学、武庫川女子大学等

○(新) 起業時のイニシャルコスト支援に県内学生枠を創設［1,000万円］
・対象経費 起業時に必要な事務所開設費・備品購入費、専門家相談、各種ＰＲ経費 等
・補助率等 1/2、上限100万円

○(新)留学生起業支援窓口の設置(窓口:起業プラザひょうご)［500万円］
・支援内容 事業内容のヒアリング、定期面談･進捗確認、士業紹介 等

○(新)合同企業説明会での起業

プラザひょうごブースの設置

○ (拡)事業ＰＲ機会の創出
・ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ甲子園、ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

ｲﾍﾞﾝﾄ等による交流促進

○(拡)県内学生起業家向けのさらなる支援措置の強化
・起業プラザひょうご学生会員向け無料お試し期間の設定(６カ月間)

・学生起業相談窓口の設置（在学中の起業や事業計画の策定支援 等)

・外国人起業家セミナーの開催 等

13

Ⅰ次代の力を育むⅠ 新しい時代の力を育む



■ 環境創造型農業・有機農業の新展開に向けた取組を推進［7,400万円］

■ 耕畜連携に関する連携会議の設置とともに、農作物･飼料増産に必要な施設整備を支援［1.5億円］
(神戸市・堆肥ペレット化施設)

■ 将来の地域農業の担い手と農地利用の姿についての地域の話し合いを促進［7,200万円］

■ 農業に携わる多様な人材を確保する取組や地域と連携して農業に参入･参画する企業を支援［820万円］
(移住者へのマンツーマン指導、企業との協働による産地育成支援 等)

■ 現地トップシェフ・メディア等に対するトッププロモーションを実施 (フランス･マレーシア)［1,100万円］

■ 漁業関係団体等とひょうご豊かな海づくり県民会議(仮称)を設立し、官民連携による県民運動を展開

持続可能な農林水産業の実現

14

【新】

有機農業をはじめとする環境創造型農業の推進
【拡】

令和５年度

○担い手の確保･育成
･新たな実践者の育成
･有機農業転換ﾓﾃﾞﾙ経営体の育成

○産地化の支援(ｵー ｶ゙ ﾆｯｸﾋ゙ ﾚｯｼ゙ の創出等)

○取組や効果の「見える化」
･普及指導員への有機JAS研修
･有機JAS認証への個別指導

○販路の確保等(商談会･学校給食等)

○県民理解の醸成(有機農業教室等)

新たな担い手による取組面積拡大 流通・販売など出口対策
新たな施策展開･
環境創造型農業の
次期計画に反映

多様な担い手の確保･育成

県産農林水産物の輸出拡大

【新】

【新】

豊かで美しい海づくり
【新】

令和６年度以降

有機農業を
はじめとする

環境創造型農業に
関する有識者
会議の設置

基 幹 産 業 と し て 発 展 す る 農 林 水 産 業 を 振 興

【新】

Ⅰ 新しい時代の力を育む

［380万円］



脱炭素化の推進
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■ 藻場再生によるブルーカーボンクレジットの創出と
養殖ノリのクレジット化に向けた検討［380万円］

■ Ｊクレジット制度を活用した市町の森林整備の支援［330万円］
(クレジット発行に必要なCO2吸収量算定支援、クレジット販売促進に向けた企業説明会等)

■ 地場産品等のＣＦＰ削減効果のモデル算定や消費活動における
ＣＦＰ普及ワークショップ等を実施［700万円］

■ 県内中小事業者の敷地や屋根スペースを活用して太陽光発電設備等を整備し、
電力供給を行うＰＰＡ事業者を支援(2.5万/KW×導入設備容量(最大100KW)) ［1,500万円］

■ 県内中小事業者に対し、サプライチェーン全体の温室効果ガス(GHG)排出量算定ツールの
導入を支援［2,300万円］

【新】

【新】

【新】

【新】

【拡】

兵庫の「ノリ」養殖
(全国ｼｪｱ21.8％)

Jクレジット制度を活用した
森林管理(宍粟市一宮町)

(参考)
〔CFP(カーボンフットプリント)〕

ライフサイクル全体から排出される温室効果ガスを
CO2相当量に換算し、簡易的に表示

〔PPA方式〕
自己の敷地や屋根スペースを提供し、PPA事業者負担で

整備した太陽光発電設備から電気供給を受ける仕組み

脱炭素社会の実現と地域経済の活性化の両立に向けた取組を支援

エネルギー転換の推進

新たなクレジット制度を活用した脱炭素化の促進

(PPA方式による太陽光発電設備例)

■ 脱炭素の取組を加速化するため、信号灯器の
ＬＥＤ化を推進［15億円］
※兵庫県SDGs債(ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾝﾄﾞ)により資金調達

交通安全施設の脱炭素化

【拡】

Ⅰ 新しい時代の力を育む



観光・ツーリズムの振興
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Ⅱ 人の流れを生み出す

広域観光を活かした戦略的プロモーション

■ 万博の来場者を関西広域での観光へとつなげる万博プラス関西推進事業への参画［500万円］

■ ツーリズムＥＸＰＯジャパン2023への出展［1,000万円］

【新】

【新】

2022年
プレＤＣ

2023年夏
本ＤＣ

2024年
アフターＤＣ

世界パラ陸上競技
選手権大会

2027 ＷＭＧ

2025年
大阪・関西万博

瀬戸内国際芸術祭

神戸空港国際ﾁｬー ﾀー 便運用開始

2030年前後
神戸空港

国際定期便就航

ユニバーサルツーリズムの推進

■ ユニバーサルツーリズム推進条例を制定し、ソフト・
ハード面からUT宣言宿泊施設を支援［3,900万円］

【拡】 (新)ソフト対策

障害者向け備品等
導入支援

(拡)ハード対策

(ﾊ゙ ﾘｱﾌﾘー 改修支援)
×民間専門人材を

活用した支援

県補助率1/4→1/2 
(R5,6 重点支援期間)

兵庫テロワール旅を基軸としたHYOGOブランドの確立

■ 兵庫テロワールコンテンツや”尖ったコンテンツ”の選定･ブラッシュアップ、流通促進［3,200万円］

■ 首都圏プロモーション・公民連携アンテナショップや県内イベントの首都圏同時開催［1,200万円］
(「HYOGO WEEK(仮称)」等)

【拡】

【新】

インバウンドの回復を見据え、新観光戦略(R5.3月策定予定)に基づき、”本物志向の観光”・”持続可能
な観光地域”・”何度でも訪れたい地”を目指した様々な取組を展開



2025年大阪･関西万博に向けた取組
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○自治体(県・市町)、経済界、産業界、交通
事業者、FPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供者、県民等、
多様なﾌﾟﾚｲﾔｰが一丸となって兵庫の取組を
進めるための推進協議会(仮称)を設置

推進体制の構築 0.1億円

○ 兵庫棟(仮称)
・関西広域連合ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝに

参画し、関西一体で魅力
を発信

・最新映像機器等による圧倒的な映像で「兵庫
に行ってみたい」と印象づけるような展示

○ 兵庫県立美術館
・兵庫県各地域へのゲート

ウェイとなる県内の情報
発信拠点

・来場者参加型の展示や地
域資源の実物展示等を実施

兵庫棟(仮称)･兵庫県立美術館に
おける展示 0.6億円

県立美術館

関西ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ（ｲﾒｰｼﾞ）
提供：関西広域連合

○万博開催に向けた機運を県内で盛り上げ
るため、万博開催500日前ｲﾍﾞﾝﾄや兵庫
の魅力発信、受け入れ環境整備等を実施

機運醸成事業の実施 3.7億円

県全体をﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝに見立て、
活動現場そのもの(ﾌｨｰﾙﾄﾞ)
を、地域の人自らが発信し、
国内外からの誘客を促進

○ コンテンツの磨き上げ
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供者やｻﾎﾟｰﾄ人材の育成
・商品化支援 (ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ設置) 等

○ プロモーションの展開
・知事トップセールス
・航空･船会社と連携したプロモーション、

ファムトリップ 等

ひょうごフィールド
パビリオンの展開 2.5億円

国内外から約2,820万人が訪れ、世界の注目を集める大阪・関西万博を契機に、「ひょうごフィール
ドパビリオン」をはじめとした事業を展開し、シビックプライドの醸成と兵庫の魅力を世界に発信

推進協議会(仮称)を設置し、県、市町、民間事業者等関係者と
方向性を共有、連携し、オール兵庫での取組みを推進

○ 県内の子どもたちが万博に参加できる
取組みを検討

子どもの夢プロジェクト ※R5は企画検討のみ
(予算計上なし)

兵庫県が独自に設定したﾃｰﾏに即したｲﾍﾞﾝﾄ・
企画展示や、市町や地域単位の情報発信等を
集中的に行う「市町の日」を開催

○ 国内外との交流･ｼﾝｸﾛｲﾍﾞﾝﾄ
・万博に向けた国際ﾌﾛﾝﾃｨｱ産業ﾒｯｾ 等

○ 未来のｼｮｰｹｰｽ事業
・次世代ﾓﾋﾞﾘﾃｨの運航
・水素旅客船の運航 等

○ 兵庫がハブとなる取組
・創造的復興知事ｻﾐｯﾄ 等

兵庫県版テーマウィーク
による魅力発信 2.3億円

空飛ぶクルマ イメージ
（出典）経済産業省

■兵庫へ人・モノ・投資を広く呼び込み、人や経済の循環による地域活性化
■万博に向けた取組みを一過性に終わらせることなく、万博のレガシーとして兵庫の未来につなげる

Ⅱ 人の流れを生み出す

万博に向けて兵庫県が実施を予定している事業をアクションプランとしてとりまとめ［万博関連事業費9.2億円］



兵庫県域の大阪湾ベイエリアの活性化
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■ 船旅の非日常感や船上ｺﾝﾃﾝﾂを付加価値とした「クルージングMICE」ﾓﾃﾞﾙ事業を支援［410万円］
(神戸空港 ⇔ 淡路(交流の翼港、津名港)・天保山 等)

■ 淡路島における受入拠点の魅力アップ［2.8億円］
〔交流の翼港〕クルーズ船の受入環境向上(浮桟橋の改良 等)

〔夢舞台温室〕空間演出の上質化(照明･音響･噴水等の改修)

■ 瀬戸内大交流圏の形成に向け、岡山県・香川県との周遊クルーズ実証実験の実施［200万円］

【拡】

【拡】

兵庫県域の大阪湾ベイエリア活性化基本方針(R4年度策定予定)

万博を契機に、人･モノ･投資の呼び込みを促進するため、兵庫県域のベイエリアの将来像や
事業展開の方向性を示す

賑わいを促す土地利用や規制緩和等により、世界中の人が兵庫に来て共にﾁｬﾚﾝｼﾞする場を創出 等

【新】

目 的

【新】

■ 基本方針に基づくプロジェクトの実施に向けた検討のため、推進協議会等を開催［140万円]

■ 産業立地条例を改正し(R5.4月施行予定) 、投資促進地域としてベイエリア地域を設定のうえ、
重点的に支援〔再掲〕

【新】

Ⅱ 人の流れを生み出す

将来像

R4 R5 R6 R7 R8～

推進
協議会

先行
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

その他
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの検討・進行管理
方針
策定

実施
調整

実施
調整

(船上「能」体験・鑑賞会)

県が環境整備として実施する主な取組

活性化を促す先行プロジェクト
■ プロジェクトは民間主導で実施
■ 県は民間事業者がプロジェクトを実施するための環境を整備

設備補助率５％(重点支援業種の場合：7％・10％(水素関連))



■ 県内中小企業等との連携により、若手従業員を対象とした新たな奨学金返済支援制度を創設し、
就職後５年間は県と企業で全額負担※することで、人材確保を推進［9,100万円］〔再掲〕

(企業1/3、県1/3、本人1/3 → 企業1/3、県2/3、本人 0) ※平均的な奨学金返済額を支援

■ 売り手優位の就職市場を踏まえ、中小企業の採用力を強化(セミナー、モデル企業の取組紹介等) ［370万円］〔再掲〕

■ 大学１･２年生を対象にWLB認定企業やSDGs認証企業などの企業見学や成果発表会の実施
［150万円］〔再掲〕

現行制度 今回拡充

県
1/3

本人
1/3

企業
1/3

県
1/3

県
1/3

企業
1/3

若者の県内定着促進
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Ⅱ 人の流れを生み出す

県内企業との連携により若者の県内定着を促進するとともに、若者を呼び込む移住支援策を強化

■ 地方回帰の流れを受けた地方移住への関心の高まりを踏まえ、移住関連施策をパッケージ化

○ 暮らしや魅力的なスポットから交流、移住・定住まで発信できるひょうごe-県民webサイト版の構築［900万円］

○ 相談件数全国１位を目指し、カムバックひょうごセンター３拠点(東京、大阪、神戸)の体制拡充［4,700万円］

(移住相談員の増員(東京１人→２人)、相談開設日の拡充等(大阪 週２日→３日)等)

ひょうご移住プロジェクトの推進

【拡】

〔主な拡充内容〕

県内企業への定着促進

【新】

【新】

現行制度

【拡】

今回拡充



五国の魅力向上
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■ 躍動する兵庫応援事業（県・市町連携枠）［3.0億円］
(躍動する兵庫の実現に向け、県施策と連動して市町施策を展開)

■ 県民局･県民ｾﾝﾀｰがﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力を発揮し、地域の実情に応じた施策を機動的･積極的に展開［10.0億円］

■ 県と市町の重層的な支援体制のもと、多自然地域における広域的な地域運営体制の構築と、
持続可能な生活圏形成への支援を展開［2.0億円］

多自然地域づくりプロジェクトの促進

【新】

Ⅱ 人の流れを生み出す

地域における躍動の推進

【新】

【拡】

住民への伴走支援（地域運営組織の運営支援や地域間連携等）

住民

市町

県

話し合い
の場づくり

主体性の醸成
（ワガゴト化）

地域運営組織等
持続的体制づくり

各分野の実践活動
(農業･福祉･ﾏﾙﾁﾜｰｸ等)

持続可能な
生活圏形成

【守り】
・生活機能の確保
・地域資源の保全
【攻め】

雇用･収入の確保

市町への広域・専門的支援 （関係人口ﾏｯﾁﾝｸﾞ支援、専門人材の養成、アドバイザー派遣 等）

地域づくりのフェーズ

人口減少・高齢化への対応として、地域の個性と特色を活かした取組を推進



広域的な物流・人流の創出

路線名 令和5年度実施内容

名神湾岸
連絡線

• 調査設計を実施
• 有料道路事業導入等を引き続き国に要望

大阪湾岸道路
西伸部

• 駒栄工区開削トンネル工事、六甲アイランド地区橋梁工事
等を実施

神戸西ﾊﾞｲﾊﾟｽ • 改良工事、橋梁工事等を実施

播磨臨海
地域道路

• 早期事業化に向け、都市計画と環境影響評価手続を進める

東播磨道
(北工区)

• (仮称)国道175号ランプ工事、橋梁工事等を実施
• R7年開通予定

(R5年3月21日八幡稲美ランプ～八幡三木ランプ部分開通)

東播丹波
連絡道路

＜西脇北バイパス＞
• 橋梁、改良工事等を実施
• R8年春 開通予定
＜西脇市黒田庄町～丹波市氷上地域＞
• 事業着手に向け、調査中(更なる推進を引き続き国に要望)

北近畿豊岡
自動車道

＜豊岡道路 (但馬空港IC～豊岡IC)＞
• トンネル、橋梁、改良工事等を実施
• R6年秋 開通予定
＜豊岡道路(Ⅱ期) (豊岡IC～豊岡北JCT・IC)＞
・調査設計、用地取得を実施

山陰近畿
自動車道

＜浜坂道路Ⅱ期 (居組IC～新温泉浜坂IC)＞
• トンネル、橋梁、改良工事等を実施
＜竹野道路 (竹野IC～豊岡北JCT・IC)＞
・調査設計を実施
＜城崎道路(豊岡北JCT・IC～城崎温泉IC)＞
・早期事業化を国に要望中

東播磨道＜北工区＞

播磨臨海地域道路

山陰近畿自動車道
＜浜坂道路Ⅱ期＞

Ⅱ 人の流れを生み出す
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県の大交流圏を支える高規格道路ネットワークの早期整備を推進［101億円］



多自然地域との交流基盤の確保
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ＪＲローカル線維持・活性化

■ 官民連携により、地域の実情に応じた利用促進策を展開［3,100万円］

○ ローカル線への愛着や共通意識である「マイレール意識」を醸成する普及啓発を実施
(ＰＲイベント、デジタルサイネージ等)

○ 横展開が可能な駅の活性化モデル事業への支援〔上限20万円/件〕
(駅舎･駅周辺の遊休不動産等を活用した賑わい創出 等)

○ ローカル線の利便性向上に向けた取組
(サイクルトレインやキャッシュレス決済の導入に向けた調査・検討 等)

全県的な取組

○ 沿線市町を対象とした啓発の実施〔加古川線〕

・ 「わが町考え隊(仮称)」の発足
(住民･民間企業等によるサポーター組織立ち上げ)

・ 沿線市町を対象としたスマート通勤期間を設定
(「利用促進キャンペーン」の実施)

・ 子どもたちの遊び場(おえかきコーナー等)の設置
(ＪＲ加古川線 西脇市駅～谷川駅間で複数箇所)

地域での主な取組

○ 二次交通の充実・利用促進に向けた支援
〔山陰線・播但線〕

・ＪＲ各駅と観光地を繋ぐ夢但馬周遊バス

「たじまわる」の運行

・ 但馬への来訪を促進するための二次交通の
確保等に向けた対策の検討

【拡】

Ⅱ 人の流れを生み出す

JR加古川線電車でﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
(第２回加古川線WT(9/28))

第１回JRﾛｰｶﾙ線維持・
利用促進検討協議会(6/24)

【対象線区】山陰線、播但線、姫新線、加古川線



芸術文化・スポーツの振興
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■ 「ひょうごプレミアム芸術デー(無料開放･特別イベント実施等)」の実施［990万円］
(ひょうご五国の公立施設で多彩なイベント)〔R5.7.11～17(7日間)〕

(障害のある方や子育て中の方等にも配慮し、誰もが楽しめる取組を実施)

■ 「HYOGOミュージアム魅力発信プロジェクト」の実施［190万円］
(大学生等が施設の魅力向上・発信に資する取組を企画･提案)

■ 兵庫の芸術文化を紹介する多言語(英語･中国語･韓国語)ポータルサイト
(Artistic HYOGO(仮))の構築･コンテンツ作成［1,000万円］

【新】

スポーツの振興

対 象 施 設 ： 県 立 美 術 館 、 歴 史 博 物 館 、 考 古 博 物 館 、 人 と 自 然 の 博 物 館 、 コ ウ ノ ト リ の 郷 公 園 、
陶芸美術館、横尾美術館

芸術文化の振興

【新】

【拡】

【競技会場：ﾕﾆﾊﾞｰ記念競技場】

R4年度パンフレット

スポーツの持つ多面的な価値を、兵庫県の活性化に最大限活用するため、スポーツ行政を教育委員会から
知事部局に移管し、地域や企業、観光、福祉分野などと連携した総合的なスポーツ行政を推進

スポーツ推進体制の強化

【拡】■ 神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会の機運醸成･パラスポーツ振興を推進
(子どもとパラアスリートとの交流、子ども向けパラスポーツ体験会等の実施)

Ⅱ 人の流れを生み出す

■ 大鳴門橋における自転車道整備等のサイクルツーリズムの推進［2.0億円］
(専門家によるｺｰｽ設定、インバウンド向け旅行社の招聘等)

【拡】

［3,900万円］



子ども・子育て環境の充実Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

※ 子どもへのわかりやすい
伝え方や褒め方等をﾛｰﾙﾌﾟﾚｲ
等を通して体験的に学ぶ

結婚・妊娠・子育て・教育・しごとまで、切れ目ない支援を展開し、好循環を創出

【拡】

【新】

生徒ファーストの視点に立った学校の環境整備を推進 ［300億円］〔再掲〕
(部活動等応援事業、空調整備、特別支援学校の狭隘化対策等）

教職員の働き方改革を推進 ［2.6億円］〔再掲〕
(ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌの全校配置（小中学校全校）、県立学校業務支援員の配置拡充(週９時間→週15時間)）

【新】

【拡】

晩婚化・未婚化の進行に対する取組として、出会い･結婚を社会全体で支援［7,300万円］
(個別お見合いの支援、出会いイベントや結婚力アップセミナーの開催 等)

不妊治療ペア検査助成事業・不育症治療支援事業の拡充（所得要件の撤廃等)［2,500万円］

■ 子どもを持ちたいと望む方が安心して妊娠･出産できる社会の実現に向け、
不妊治療推進検討会及び産科医療体制に関する研究会の設置［100万円］

【拡】

【新】

公民連携による里親･特別養子縁組の推進［5,900万円］
(民間委託モデル事業、里親支援センター開設準備、担い手育成･地域での支援充実)

ペアレントトレーニング※の普及による子育て･親育ちへの支援［280万円］
(トレーニング教材の制作、こども家庭センター･市町職員等への研修)

【新】

出会い・結婚

妊娠・出産

子 育 て

教 育

しごと・働き方

県内企業等への就業･定着促進(次世代産業の誘致、起業支援、新たな奨学金負担軽減 等)〔再掲〕
24

（R5~R10）



一人ひとりが尊重される社会
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障害者の地域生活支援体制の充実等

児童養護施設における支援強化

■ 「親なきあと」を見据えた在宅障害者・保護者への支援［220万円］
(圏域ごとに地域での生活の具体的な姿を説明・提案する説明会を開催)

■ いのち輝くユニバーサルひょうごづくり機運醸成事業の実施［1,300万円］
(観光事業者等向けみんなの声かけ運動出前講座、手話講座の開催等)

【新】

【新】

■ 改正児童福祉法(R6.4施行予定)に基づく社会的養護の充実･強化［4,000万円］

■ 女性を中心とした、働き盛り世代の自殺対策として、企業内で悩みを抱える人に
声かけ等を行うゲートキーパーの養成や声かけツールの作成［100万円］

【新】

自殺対策の推進

ユニバーサルツーリズム(UT)の推進

Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

【拡】

実 態 把 握 児童養護施設退所者の就労･就学、住まい･家計状況等の把握

自立支援拠点の開設支援 拠点開設に必要となる相談室や交流スペース整備費を補助(国･県あわせて3/4補助)

児 童 養 育 へ の 支 援 発達に特性を持つ児童への支援方法等の研修、入所児童の認知トレーニング支援

社 会 的 養 育 の 推 進 ケアリーバー(施設退所者等)支援体制構築のための関係機関との調整等の実施

必 要 な 時 に 必 要 な 支 援 を 受 け ら れ る よ う き め 細 や か な 支 援 を 展 開

■ 急増する一時保護委託及び一カ所運営体制の解消を図るため、川西こども家庭センター
一時保護所の整備を本格化(R7.4月開設予定)［5.5億円］

■ ユニバーサルツーリズム推進条例を制定し、ソフト・ ハード面からUT宣言宿泊施設を支援［3,900万円］【拡】
〔再掲〕



医療介護体制の充実
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■ マルチモビディティ患者(運動器･呼吸器に複数疾患)に対応するためのリハビリ専門職の養成［100万円］

■ 子どもを持ちたいと望む方が安心して妊娠･出産できる社会の実現に向け、不妊治療推進検討会
及び産科医療体制に関する研究会の設置［100万円］〔再掲〕

医療確保の推進
【新】

【新】

介護体制の充実

○ 介護生産性向上総合相談センター（仮称）の設置

○ 介護現場革新会議の設置

【新】介護現場の生産性向上［2,800万円］

ﾛﾎﾞｯﾄ･
ICT導入

ﾉー ﾘﾌﾃｨﾝｸ゙
普及

ｹｱ･ｱｼｽﾀ
ﾝﾄ配置

処 遇
改 善


ੌ
भ
യ
ਤ

相談センター

Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

福祉のまちづくり研究所

福祉等関係団体

県社協

一体的な取組による介護サービスの質の向上・働きたい職場づくり

介護労働安定ｾﾝﾀー

兵庫労働局

総合調整（県）

介護現場革新会議 （関係団体による方向性の共有）

【拡】外国人介護人材の確保［2,200万円］〔再掲〕

①外国人受入の手続きや好事例を紹介する
セミナーを開催

②特定技能外国人(最長5年)が
介護福祉士資格取得に要する経費を支援※
※日本語･介護技術等学習経費 20万円/施設

③近隣府県も含めた日本語学校留学生を対象とする
介護福祉士養成校への進路説明会を開催

受入促進

定着促進

参入促進

NPO、ｼﾙﾊ゙ ｰ
人材ｾﾝﾀー

〔業 務 改 善〕 魅力ある職場づくり
〔労働安全衛生〕 いつまでも働き続けられる職場づくり
〔人材参入促進〕 機能分化によるやりがい創出
〔人材定着支援〕 スキルの見える化・環境改善

一 人 ひ と り に 寄 り 添 う 地 域 医 療 ・ 介 護 体 制 の 構 築



安全安心な暮らしの実現
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Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

■犯罪被害者等の支援のための条例の制定により、ワンストップ窓口を開設し、切れ目なく支援
［1,000万円］

■ 高齢者の特殊詐欺被害を未然防止するため、自動録音電話機等の普及を促進［900万円］

■ 脱炭素の取組加速化、安全･安心･快適な交通社会の実現のため、信号灯器のＬＥＤ化を推進［15億円］

■ ストーカー被害者等に対する相談体制を強化するとともに
通報機能付きＧＰＳ端末を貸与［150万円］

■ 犯罪に対する地域防犯力を強化するため、防犯カメラの設置支援を加速化(500ヶ所)
するとともに、地域団体へ防犯アドバイザーを派遣［3,100万円］

■ ＡＩ技術を活用した捜査機能の強化［570万円］

○ 防犯カメラ顔画像解析システムの整備(犯人の映った防犯カメラ映像と類似性の高い画像を自動抽出)

○ サイバーパトロールシステムの導入(SNS内の有害情報(子ども性被害、薬物等)を自動収集)

安全な地域づくり
【新】

防犯体制の強化

【拡】

①専門スタッフが犯罪
被害者等の幅広い
相談に対応

②警察、市町、民間団体等の
支援のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ、寄り添い
型ｻｰﾋﾞｽの提供

③市町や学校への情報提供、

研修の実施等

犯罪被害者等総合サポートセンター(仮称)の設置

【新】

【新】

【拡】
〔再掲〕

地 域 の 安 全 安 心 を 支 え る 体 制 の 強 化

(事業期間 令和5～11年度、総事業費 100.8億円(約45,000灯))



安全安心な暮らしの実現
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■ ネット上の誹謗中傷等の防止に向けた市町の取組(啓発･相談窓口等)を支援［2,000万円］

■ 県弁護士会等と連携した専門相談、サポートチームの設置［560万円］

人権侵害に向けた対策強化

【拡】

【拡】

青少年の健全育成

【新】

Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

全 県

○不登校対策推進協議会

○不登校対策推進委員会
現状共有･支援の方向性検討、成果と課題分析等

教育事務所単位

○不登校対策地域会議

○不登校対策地域研修会
学校問題ｻﾎ゚ ﾄーﾁー ﾑによる支援のあり方検討等

市町・学校

○対策チーム
実態把握、対策支援プラン作成、
評価等

■ 子どものスマホ利用適正化の推進(青少年及びその親世代を対象とした啓発等)［600万円］

■ ひょうご不登校対策プロジェクトの実施(推進協議会の設置、未然防止･初期対応研修 等)［300万円］

■ 依存症に関する自助グループ等への活動補助(セミナー･相談会等)や
大学生向け啓発(アルコール･薬物･ギャンブル)等の実施［900万円］

■ 青少年の不登校や「8050問題」などの課題に対応するため、ひきこもり連携支援検討会議を設置［50万円］
(家族会･支援団体・有識者・市町等で構成、各地域での実態･ニーズ調査を実施)

孤立・孤独化している者への支援

【新】

【新】

【新】



防災・減災対策の推進
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Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

■ 民間企業・団体等と連携した防災まち歩きを実施するとともに、
防災意識向上・地域活性化の促進のため、防災関連施設と観光資源を
組み合わせた防災ツーリズムの実施［1,000万円］
(防災関連施設(人と防災未来ｾﾝﾀｰ･Eｰﾃﾞｨﾌｪﾝｽ等)と観光資源(山田錦等)を組み合わせたﾓﾆﾀｰﾂｱｰの実施 等)

■ 要支援者の避難対策を進めるため、地域による個別避難計画づくり
を支援(研修等)［480万円］

■ドローンによる大量物資搬送等の新たな実証事業の実施［690万円］

■ 女性消防団や少年消防クラブの充実･強化［640万円］
(先進取組やイベントへの支援・交流会開催等)

【拡】

地域防災力の向上

【新】

防災人材の育成

【新】

震災の経験と教訓の発信
2023 2024

○検討会(5回)

○中間ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
(R5.12月頃、神戸市内)

提言完成

2025(震災30年)

支援成果を万博
で発信

(人と防災未来ｾﾝﾀｰ)

(少年消防ｸﾗﾌﾞ（消防庁HP))

■「創造的復興」の理念を活かした提言を策定し
ウクライナを支援するとともに、万博に合わせて
国内外へ発信［280万円］

(ﾄﾞﾛｰﾝを活用した実証事業)

同年に開催される
創造的復興

知事ｻﾐｯﾄ(仮称)
でも発信

【新】

【拡】

兵 庫 の 経 験 と 教 訓 を 国 内 外 に 発 信 し 、 創 造 的 復 興 の 理 念 を 継 承



防災・減災対策の推進
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区分 主な事業・箇所

地震・津波対策

[湾口防波堤整備] 福良港(南あわじ市)

[水門工事(防潮堤)] 新川(西宮市)

[ 橋 梁 耐 震 ] 国道176号 久代高架橋(川西市)、
国道250号 竜山大橋(高砂市)

総合的な
治水対策

[ 河 川 改 修 ] 武庫川(尼崎市等)、明石川(明石市)

[河川中上流部治水対策] 志筑川(淡路市)、穴見川(豊岡市)

[堆積土砂撤去] 加古川(丹波市)、杉原川(多可町)

[ 高 潮 対 策 ] 尼崎西宮芦屋港海岸(西宮市等)

[ため池改修等] 狩俣池改修(神戸市)、大川新池廃止（淡路市）

山地防災・
土砂災害対策

[砂防堰堤整備] 湯ノ郷川(宍粟市)

[ 治 山 ダ ム 工 ] 出石町福見（豊岡市）

福良港 湾口防波堤

武庫川 河川改修

尼崎西宮芦屋港海岸
高潮対策(防潮堤嵩上げ)

Ⅲ 一人ひとりに寄り添う

南海トラフ地震や頻発する風水害に備える強靱な県土の構築［389.2億円］
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■ ふるさと納税による寄附獲得を推進するとともに、
県内外企業への積極的な渉外活動やマッチングの
強化など、ファンドレイジングの展開(R5目標額 ４億円)

［680万円］

【新】

Ⅳ 県政の推進

新たな歳入確保対策

元町周辺再整備

民間活力の活用推進

■ 多様化･複雑化する行政課題に対応するため、民間人材を積極的に活用［3,200万円］
(デジタル推進員、ユニバーサルツーリズム推進AD 等)

■ 民間資金等を活用したPark-PFI導入に向けたサウンディング調査の
実施やあり方検討会等の開催［3,500万円］
(事前調査：赤穂海浜、播磨中央等５ヶ所、あり方検討：舞子、西猪名、明石)

【拡】

新しい働き方の推進

■ 神戸市等との研究会の設置や民間ヒアリングを行い、元町全体のグランドデザインを検討【新】

■ 「新しい働き方推進プラン」に基づき、電子署名による契約・文書施行などを実施し、
一層のペーパーレス化を推進［3,900万円］

【新】

【新】

■ 県庁舎執務環境改革アドバイザリー会議や新しい働き方モデルオフィス(仮称)を
試行的に導入［5,900万円］

【新】

■ 行政手続きの簡素化の推進とキャッシュレス化の推進［8,500万円］【拡】

(様々な資金の活用例)
○兵庫県SDGs債(ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾝﾄﾞ)
・信号灯器のLED化:15億円

○企業版ふるさと納税の活用 1.5億円
※持続可能な兵庫づくり基金(愛称:ひょうごSDGs基金)を創設
・ CFP普及促進、PPA事業者支援、GHG算定支援

: 4,500万円
・ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝｸﾚｼﾞｯﾄ :    400万円
・水素ST整備･燃料電池ﾊﾞｽ導入促進等 : 9,750万円

(舞子公園)



ウィズコロナに向けた「新型コロナ対策」

調査・研究

県立病院

大学・関係団体
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データ分析

県・本部会議

意見交換会・専門家
（医療関係団体 専門家 等）

健康科学研究所
（検査・ゲノム解析）

提言・助言

兵庫県感染情報共有システム
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臨床現場
発熱等診療・
検査医療機関

入院対応
医療機関

保健所等

県民への提供

政策・発信

入院医療体制、保健所体制、検査体制
ワクチン接種、感染症対策 等

エビデンス等も交え

新型コロナウイルス感染症対策等の着実な実施：744億円

後遺症対策の充実

■５類への移行を見据えつつ、感染状況を踏まえた医療提供・検査体制を確保

■ 第8波までの経験を踏まえ、新たに後遺症対策の充実と一般医療化に向けた機能強化を実施

(新)救急外来等の治療情報分析［340万円］ (新)新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の後遺症対策
［210万円］ 32


